
 人件費 2,196 2,181 2,185 2,151 2,151 2,122
 　うち退職手当 211 209 226 205 218 202

　 その他 1,985 1,972 1,959 1,946 1,933 1,920

 公債費 1,002 996 998 1,009 977 962
　 うち臨時財政対策債 372 383 390 391 372 381
　 うちその他の県債 630 613 608 618 605 581
 社会保障関係経費 1,069 1,097 1,116 1,135 1,156 1,176
 投資的経費 974 961 933 936 930 936
 　うち今後見込まれる大規模事業 56 45 17 20 14 20

　 うち長寿命化事業 35 35 35 35 35 35

   うち公共事業 806 806 806 806 806 806

   うちその他投資的経費 77 75 75 75 75 75

 地方消費税清算金・交付金等 a 1,165 1,245 1,201 1,201 1,201 1,201
 その他 1,045 1,095 1,092 1,064 1,062 1,058
 歳出合計 7,451 7,575 7,525 7,496 7,477 7,455

 県税　b 2,465 2,506 2,481 2,479 2,473 2,470

 地方消費税清算金 c 1,021 1,083 1,052 1,052 1,052 1,052
 地方譲与税 d 369 369 369 369 369 369
 地方特例交付金 e 14 14 14 14 14 14
 地方交付税 f 1,309 1,309 1,309 1,309 1,309 1,309
 県債 895 842 838 841 843 850
 　うち臨時財政対策債 g 380 397 409 411 417 420

 　うち減収補てん債 h 40 0 0 0 0 0

　 うちその他の県債 475 445 429 430 426 430

 その他 1,255 1,296 1,288 1,260 1,259 1,252
 歳入合計 7,328 7,419 7,351 7,324 7,319 7,316
(参考)県税等＋地方交付税＋臨時財政対策債＋減収補てん債
　　　－地方消費税清算金交付金等 b+c+d+e+f+g＋h-a

4,433 4,433 4,433 4,433 4,433 4,433

△ 123 △ 156 △ 174 △ 172 △ 158 △ 139

52 0 0 0 0 0

群馬県中期財政見通し（令和２年10月推計）
Ｒ２.10月

・少子高齢化に伴う社会保障関係経費の増加など、地方財政をめぐる環境は厳しさを増しているため、中長期的な視点を持ち、持続可
能な財政運営を行っていく必要があります。

・Ｒ２年度当初予算をベースに機械的に推計したものであり、今後の経済情勢や国予算、地方財政対策の動向により、数値は大きく変動します。

【留意事項】
○今後の新型コロナウイルス感染症対策をめぐる状況や景気の動向によっては、対策費用が嵩んだり、税収等の収入が大きく落ち込
むおそれがある。
　→そうしたコロナの影響は予測がきわめて難しいため、今回の見通しには織り込んでない。したがって、この見通しよりも大幅に財政
状況が悪化するおそれがある。

2021年度
（R3）

2022年度
（R4）

・ついては、今後の財政運営の参考にするため、中期的な歳入歳出の見通しを試算しました。

（単位：億円）
2023年度
（R5）

区分

歳
　
出

歳
　
入

財源不足額（歳入ー歳出）

2024年度
（R6）

2025年度
（R7）

2020年度
（R2）

142 116 116 116 116

70 14 58 56 42

基金残高（当初予算後）

財
源
対
策

基金取崩し

県債発行 23

53


